
持込み型プログラムについて　　
　　　～えんづくりプログラム実施状況の評価

実施および実施予定 府の支援 パーククラブの支援 課題 参加者の評価 評価

演劇集団サザンボイス 紙芝居 登場するものに扮装した役者が読み聞か
せる紙芝居
「おこんじょうるり」

・開園1周年記念イベントの郷の館ステージで紙芝居「おこん
じょうるり」を郷の館で実施

郷の館
机１
着替え部屋
目隠しボード４
電源

特になし 特になし
「感動しました」など好評
（苦情や悪い感想は無し）

良好

・開園1周年記念イベントのえんづくりプログラムとして「芳香
ジェルづくり」実施（有料300円・限定30名）【30名参加】

テント１
机２
イス７

特になし 特になし
「楽しかった」など好評
（苦情や悪い感想無し）

良好

・9月25日にプログラム「アロマテラピー＆ハーブ」を実施（有料
800円・限定20名）【8名参加】
内容：香りの保湿ジュレと除菌スプレーづくり、アロマの手湯体
験、アロマの話など

研修室
アオモジの葉

特になし
十分な広報期間を取れ
なかった（調整時間の
短縮が必要）

「お値段も優しくすごく勉強
になり楽しめた」など好評
（苦情や悪い感想無し）

良好

・秋の郷あそびイベントのえんづくりプログラムとして「ハーブ入
り芳香石けんづくり」実施（有料450円・限定30名）【23名参加】

研修室

特になし 特になし
「説明もわかりやすく楽し
かった」など好評
（苦情や悪い感想無し）

良好

Ki-Plus 夏休みにピッタ
リ！
木で作るおはし
or小物

地元の木を使ったクラフト体験プログラム
・使用する木材の話
・ガーデン木工プランターづくり

・秋の郷あそびイベントのえんづくりプログラムとして「ガーデン
木工プランターづくり」（有料500円・限定20名）【17名参加】

テント１
机２
イス７ 特になし 特になし

「初めての木工プランタ楽し
かった」など好評
（苦情や悪い感想無し）

良好

・開園1周年記念イベントのえんづくりプログラムとして[ベンガラ
染めステンシルでコースターづくり体験」の実施（有料200円・限
定40名）【21名参加】

テント１
机２
イス７
電源

特になし 特になし
「楽しかった」など好評
（苦情や悪い感想無し）

良好

・秋の郷あそびイベントのえんづくりプログラムとして[ベンガラ
染めステンシルでコースターづくり体験」の実施予定（有料200
円・限定30名）【20名参加】

研修室

特になし 特になし
「説明もわかりやすく楽し
かった」など好評
（苦情や悪い感想無し）

良好

・11月10日～23日にパークセンターで「ベンガラ染めの作品展
示会」を実施
・展示最終日の11月23日にプログラム「泉佐野丘陵緑地の土
から作った染料で手ぬぐいを染めましょう！」を開催（有料700
円・限定10名）【8名参加】

パークセンター
研修室
脚立
イーゼル２
粘土

特になし

先着順で締め切り
定員を上回る申込みあ
り

「子供が興味を持って楽し
めた」など好評
（苦情や悪い感想無し）

良好

・7月18日～20日の3日間パークセンターで「日本のランの展
示」と19日に「展示の鑑賞と津軽三味線の演奏会」と展示最終
日の7月20日にプログラム「涼しさをうむ苔玉づくり」を開催（有
料500円・限定20名）【9名参加】

パークセンター
研修室
机２
畳ベンチ１

特になし
十分な広報期間を取れ
なかった（調整時間の
短縮が必要）

「初めての体験であったが
親切に教えていただき楽し
めた」
（苦情や悪い感想無し）

良好

・開園1周年記念イベントのえんづくりプログラムとしてパークセ
ンター内で「苔玉等の植物展示」

パークセンター
机１

特になし 特になし
「こんな花あるんや！」など
好評
（苦情や悪い感想無し）

良好

・秋の郷あそびイベントのえんづくりプログラムとしてパークセン
ター内で「秋の植物展示」

パークセンター
机１ 特になし 特になし

「ツワブキにこんなに種類
があるなんて！」など好評
（苦情や悪い感想無し）

良好

評　　価　　内　　容
次回申請可
条件付きで次回以降申請可
次回申請不可

良好
要改善
不可

自然の土からつくるベンガラ染料による染
色体験プログラムとベンガラ染めの作品展
示
・ベンガラ染料の作り方体験
・布の染色体験

ベンガラ土染め
ワークショップ
＆作品展示

評価種別

アトリエ彩の実

072-446-3934
ファックス兼用
090-3947-2101

みどりの風 花と香り 苔玉づくりの体験プログラムとラン科植物
等の展示と津軽三味線の演奏

企画名グループ名 企画の概要

実施状況

自然植物（ハーブ）を使った体験プログラ
ム
・ハーブのスチームバスの体験
・アロマハーブについての話
・アロマハーブを利用したクラフトづくり
・ハーブティーの試飲

暮らしを楽しむ
～アロマ＆ハー
ブ
Ｌｅｓｓｏｎ～

hanairo

演じる 

ものづくり 

協議① 

ものづくり 

ものづくり 
展示 

ものづくり 
演じる 
展示 



理念との整合

①景観や環境を
大切にする
②みんなでつくる
③地域の活性化
につながる

営利を目
的としない

一般参加
ができる

自主的な活動が
できる
2人以上のｸﾞﾙｰﾌﾟ

関係機関協議
　
火気：消防署
食品：保健所
 保険の付加

管理ルール
への影響

パーククラブ
の支援

材料費
の妥当性

　

実施経費が
含まれないか

関係機関協議
(火気使用)
 (食品提供)

※上記２項目の事前
　　協議・承認状況

保険の付加

安全性

(機械使用)
など

実施日の調整

他のイベントと
の連携

公園資源の利用

1 南京玉すだれ
一房会喜和一座

演じる 南京玉すだれ

「竹でできた、玉すだれ、玉の数が50本、糸の結び
目が100本、色々な形に変わり、ソレソレソレソレ」の
掛け声できっとお客様に喜んで頂けると信じていま
す。

理念と整合 ○ ○ ○ － ○ － － － ○
連携要調整
4月～5月 － 合

2 演劇集団・サザンボ
イス

演じる
紙しばい
（おこんじょうるり）

「研修室」が利用できるなら、コントや芝居（プッと笑
える題材あり）
「郷の館」利用なら紙しばい「おこんじょうるり」
※お芝居をするなら大道具等のセッティングが必要

理念と整合 ○ ○ ○ － ○ － － － ○
連携要調整
3月～4月 － 合

3 小柳ラブリーバンド

演じる
新春・小柳ラブリー
ショー

特技を持った者が1つの思いの下に集まり力を合わ
せてグループを構成し、第2の人生の喜びとボラン
ティア精神で慰問活動の広がりを目指しています。
演目（1）腹話術：僕の交通安全他（2）マジック：お宝
箱他（3）ボーカル歌唱：心をつなぐ10円玉他（4）ハー
モニカ演奏：ハーモニカと一緒に歌おう「ふるさと」他
（５）紙芝居：日本昔話他　　（6）バンド演奏その１：皆
んなで歌って踊ろう「１月１日・もちつき・河内音頭・
炭坑節他」　バンド演奏その2：瀬戸の花嫁（ラテン）
べサメ・ムチョ他　　タイムスケジュールや各演目の
詳細内容につきましては事務局と調整する

理念と整合 ○ ○ ○ － ○ － － － ○
１月９日

お正月の郷
あそび

○
腹話術で公園
の紹介もできる

合

4 みどりの風

展示 山野草の展示

日本の野生ラン等の植物をみんなに知ってもらいた
い。大切に育てている季節の花を順番にパークセン
ターの一角で展示を行いたい。展示する植物は１週
間ごとに交換する予定。

理念と整合 ○ ○ ○ － 期間中継
続展示 － － － ○ 単独要調整 －

条
件
付

展示期間を１カ月（更新調整）
府は盗難の責任を負わない
植物の維持管理は企画者が行
う。

5 hanairo

ものづくり
「暮らしを楽しむ
～アロマ＆ハーブ
Ｌｅｓｓｏｎ～」

身近な植物の力をかりる事で、暮らしを一段と楽し
めたり、美容と健康のセルフケアが出来る事をお伝
えし、実際に植物を利用する方法や生活に取り入れ
る方法を提案します。アロマに関する講座のあとア
ロマの手湯やアロマのクラフト(柔軟剤やせっけん）
づくりを行います。

理念と整合 ○ ○ ○ － ○ － 材料費のみ
６００円程度

－ ○ 単独要調整
4月～6月 － 合

6 アトリエ彩の実

ものづくり
枝を使って
織物オブジェを作る

泉佐野丘陵緑地で伐採した木の枝にタテ糸を張り、
毛糸などヨコ糸を通して小さな織物オブジェを作る
ワークショップ。枝が使えなければ、ボール紙などで
代用して違う形の織物にします。色々な種類の羊毛
をさわってもらったり、ウールの特長についてレク
チャーする時間も設ける予定。

理念と整合 ○ ○ ○ － ○ － 材料費のみ
７００円程度

－ ○
単独要調整
3月の土日

○
枯れて落ちた

枝の利用
合

7 大阪木登り隊

体験
七十八・六七米を
超えろっ！

日頃と違った視点の樹木より「えん」の風景や樹木を
体験します。目標は、標高78.67メートル越え。方法
は樹上体験専用のロープやハーネス(安全帯）など
の道具を利用し、樹上の世界へどうぞ

理念と整合 ○ ○ ○ －

コラボレー
ション区域
での実施

公園樹木
使用

○
使用する

樹木の調整
－ －

他公園実績有
運営に特に支
障なかった

府イベント保
険対応可

単独要調整
4月～5月 －

条
件
付

使用する樹木の調整
地面の植物への配慮
資格の確認

8 大阪府立大学
歩いてワクワク

体験
Waku Waku + Walk
（わくわくうぉ～く）

※プログラムをとおして来園者に伝えたいこと。泉佐野丘
陵緑地の周辺地域や公園内を歩きながら、地域の歴史や
自然を学ぶとともに参加者同士の交流を図ることで「公園
は皆で集まる交流＝えんづくりの場」であるという公園の
コンセプトを理解してもらうことを目的とする。「人と人のえ
ん」だけではなく、「公園とのえん」や「地域とのえん」も意
識しながら、「また来たい」、「また会いたい」、さらには「自
分もこの公園をつくることに携わりたい」というような気持
ちを抱いて頂くことを目指します。（パークレンジャーへの
勧誘を行い、一人でも多くレンジャーになって頂けることが
最終の目標です）

理念と整合 ○ ○ ○ －

未開設区
域の使用

パーククラ
ブとの協働

○
未開設区域

の案内
－ －

園外からプロ
グラム開始

人員の確保

府イベント保
険対応可

1月10日 － 合

アドバイス
　観光ボランティアに協力もらう
　　(散策ルート等）

9 大阪府立大学
夜空の愛好会

体験 天然プラネタリウム

対象：中学生以下の子供とその家族　子供たちに対して
は普段感じることのできない夜の公園の静寂さや星空な
どの自然の魅力に心躍らせてもらいたい。　親世代に対し
ては、夜の公園の静けさにふれて頂くことで、しっとりと日
頃の心を癒し、落ち着いた時間を過ごして頂きたい。これ
らの非日常的な体験を通じて、自然の持つ魅力を感じて
もらい、日常的に公園を利用してもらうようになってもらい
たい。

理念と整合 ○ ○ ○ ○

　夜間利用

　火の使用
　（キャンプ
ファイヤー
は禁止）

○
かまどの

使用

材料費のみ
200円

食品調理
豚汁

参加者特定
保健所届出不要

加熱食品

－ 1月10日 －
条
件
付

キャンプファイヤーは禁止

判　　定　　内　　容
プログラム採用
プログラム不採用（募集条件不適合）
運営審議会審査時に要確認事項あり（確認後問題無ければ採用）

持込み型プログラム（えんづくりプログラム）　審査

判定種別

受付 グループ名 企画の概要
審議会

審議結果

確認事項募集条件

審議会
再審議

分類 企画名

否
合

条件付
再審議

協議① 

再応募 

再応募 

再応募 

再応募 

新規 

新規 

新規 

新規 

新規 



条件 項目 内容

理念との整合
　①景観や環境を大切にする
　②みんなでつくる
　③地域の活性化につながる

●泉佐野丘陵緑地の施設や景観にマッチしている、みんなで自然を楽しめる、環境学習
に関するものなど
　　　例：演奏会、園内の魅力さがしピクニック、昆虫観察会など
　　　　　地域の子供達によるソバの栽培（郷の棚田）など
●自然の素材やリサイクル素材などを利用したクラフトなど
　　　例：ひつじのマスコットづくりなど
●地域の伝統や公園の魅力を紹介した展示など
　　　例：伝統農具の展示、地元民話の紙芝居など
●地域の活性化に役立つもの
　　　例：郷土料理の紹介など

【環境】
・植物、昆虫、野鳥、地形、周辺（音・匂い・光など）への影響について確認
【景観】
・実施場所、適切な維持管理、デザイン、植物の種類などについて確認
※樹木の伐採等の維持管理系は養成講座修了したパーククラブが
　　行っているので、協働作業であれば応募可能

営利を目的としない 材料費の参加者負担は可能

一般参加ができる 募集団体構成員のみを対象としたプログラムではないこと

自主的な活動ができる
2人以上の団体

責任もって実施できる2人以上のグループ
府が募集条件としている項目に自主的に対応ができる。

関係機関協議(事前協議事
項）

火気を使用するプログラム：消防署届出のうえ、承認が必要となる
直火は都市公園法の禁止事項
　
食品提供：保健所に届出のうえ、承認が必要となる。また、食中毒対応の保険に加入す
ること

※届出には実施日記入する必要があるので、事前協議でも可とする
   が、最終的には承認必要

管理ルールへの影響

・時間外の使用（早朝・夜間）
・コラボレーション区域の動植物　ペット等の持ち込み
・コラボレーション区域の自転車の持ち込み
【展示】
・展示が公園管理の支障とならないよう調整する
・展示期間は最長１カ月とする（更新は調整）
【夜間】
・シーズン１回程度とし、公園管理に支障がないよう府と日程を調整する。

パーククラブの支援の必要性
・コラボレーション区域での企画
・かまど等の施設の使用
・未開設区域等一般来園者が利用できない区域の使用

安全性
（火気使用・食品提供を除く）

・機械の使用
・人員整理
・駐車場整理

実施日の調整
他のイベントとの協働

・単独での開催または他のイベントとの連携

公園の資源の利用

・公園の植物（ハーブ・どんぐりなど）の利用
・公園の土の利用
・公園の廃材の利用
・公園の樹木の利用

応
募
条
件

確
認
事
項

持込み型プログラム（えんづくりプログラム）　　応募条件と確認事項について　　（案）



持込み型プログラムについて　　

　　　～郷の棚田プログラム実施状況の評価

実施および実施予定 府の支援
パーククラブの

支援
課題など 来園者の評価 評価

セナちゃんのお花畑 花と輪

雑草取り
耕運機（府の協力）を入れ畝づくり
腐葉土などを入れて土作りをする
種をまき花を育てる
耕運機（府の協力）などで元の状態に戻す

初期の耕耘・土壌改良

鍬等の道具の貸出し

表示看板の設置

なし

花壇の占有面積が少ない

土壌が悪い（粘土質・排水不
良）
　※生育が全体的に不良

「これから春が楽しみ」
（苦情や悪い感想は無
し）

良好

優しいママ ハーブづくり

①畑をきれいにする→（耕す機械を貸してく
ださい）
②種をまく
③水やり草取り
④花咲く
（⑤時期にもよりますが、ポツプづくりやお
茶作りの企画につなげていけたら幸いで
す。）
（上之郷18組の親子を中心に声をかけて土
いじり運動でふれあい交流をしたいです）

初期の耕耘・土壌改良

鍬等の道具の貸出し

表示看板の設置

花苗（観賞用トウガラシ
と鑑賞用ナス）の提供

なし

花壇の占有面積が少ない

土壌が悪い（粘土質・排水不
良）
　※生育が全体的に不良

「野鳥の写真撮影の際コ
スモスがきれい写った」
（苦情や悪い感想は無
し）

良好

評　　価　　内　　容
次回申請可
条件付きで次回以降申請可
次回申請不可

企画名グループ名 企画の概要

実施状況（Ｈ２７年1月時点）

良好
要改善
不可

評価種別

協議① 



プログラム募集 郷の棚田 

 

郷の棚田プログラムは、公園の棚田をみなさんの手できれいにして、来園者に美しい景観を 

提供していただくプログラムです。泉佐野丘陵緑地の郷の棚田を舞台にコスモス、ソバ、ひ

まわりの育成など、棚田での活動をとおして子供たちの環境教育の場、あるいは地域連携の

場として活用するプログラムをつくりませんか？ 

実施するプログラムは、事務局が実現に向けて積極的にサポートします！ 

泉佐野丘陵緑地の施設や備品の貸し出し、水道・電気の使用、並びに府が実施する広報への

掲載等について協力します。 

泉佐野丘陵緑地では、郷の棚田を舞台に美しい景観づくりの 

活動をしてくれるグループ（２名以上）を募集しています。 

大阪府営 泉佐野丘陵緑地 

さと 

■募 集：平成 2８年４月 1 日（金）から平成 2９年 3 月 31（金）の間に着手を希望するプログラムの企画 

■応 募 方 法：裏面の企画申込書に必要事項を記入の上、提出してください。 

■受 付 期 間：平成 28 年３月３日（日）15:00 までに提出・必着 

■受 付 場 所：泉佐野丘陵緑地パークセンター（ファックス、メール、郵送可） 

※必ず電話で到着しているかを確認してください。 

■企画の審査：企画内容は５月の泉佐野丘陵緑地運営審議会で審査。（企画が承認されない場合もあります。） 

■審査の基準：・プログラム内容が公園の次の 3 つの理念と整合したものであること。 

1. 景観や環境を大切にする  2. みんなでつくる  3. 地域の活性化につながる 

・営利を目的としない。 

・自主的な活動ができること。 

（プログラムの企画・運営、安全確保等の必要な対策ができること。） 

■お 問 合 わ せ：大阪府営泉佐野丘陵緑地 パークセンター 

住  所：大阪府泉佐野市上之郷 90 番地 

U R L：http://izumisano-kyuryo.jp/（企画申込書はホームページからダウンロードできます） 

E m a i l：kishiwadadoboku-g17@sbox.pref.osaka.lg.jp 

電  話：072-467-2491  fax：072-467-2493 

開館時間：9：30 から 17：00 （12 月 1 日から 2 月末は 16：30 まで） 

休 館 日：毎週月曜日（祝日の場合は翌日） 及び年末年始（12/29 から 1/3） 

さと 

募集について 

さ と 

※写真はイメージです 

さと 

http://izumisano-kyuryo.jp/


平成  年  月  日 

泉佐野丘陵緑地 郷の棚田プログラム 

企 画 申 込 書 
 
ご記入の上、パークセンター持参、郵送、FAX、Emailのいずれかにて 

お申し込みください。 

受付期間：2016年 2月 日（ ）から 3月 3日（木）必着  

※グループの代表者は必ず 18 才以上の方でお願いします 

※事務局欄 

No. 

グループ名 
グループ名がある場合はご記入ください 

 
 

住所  

〒   －     

 

ふりがな 

代表者名 

 

連絡先 
TEL  （   ）   －      携帯（    ）    － 

FAX  （   ）   －      Ｅメール       ＠ 

企画名  
 

【参考】・・・棚田詳細図 

① 143㎡（約 43坪） 

② 104㎡（約 32坪） 

③  76㎡（約 23坪） 

④ 143㎡（約 43坪） 

⑤ 153㎡（約 46坪） 

⑥ 216㎡（約 65坪） 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望時期 
※活動月に☑を 

入れてください。 

春 夏 秋 冬 

4
月 

5
月 

6
月 

7
月 

8
月 

9
月 

10
月 

11
月 

12
月 

1
月 

2
月 

3
月 

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 
 

開催場所  郷の棚田（希望する棚田番号を記入ください。） 

企画の 

自己 PR 

 

※プログラムをとおして来園者に伝えたいこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企画内容 

 

※内容は具体的に記入してください。（別途詳細な企画書がある場合は、添付してください。） 

※タイムスケジュール（公園での準備～開催～後片付けまで）も合わせて記入してください。 
 

 

 

 

 

 

備考 

 

※同様の活動実績等があれば記入してください。 

 
 

※ご記入いただいた情報は、本プログラムの審査を目的とすること以外に使用しません。 

泉佐野丘陵緑地 えんづくりプログラム 

企 画 申 込 書 
 

お申し込み・お問い合わせ先 

大阪府営泉佐野丘陵緑地 パークセンター 〒598-0024泉佐野市上之郷 90番地  TEL：072-467-2491 FAX：072-467-2493 

Email:kishiwadadoboku-g17@sbox.pref.osaka.lg.jp  ホームページ：http://izumisano-kyuryo.jp/ 

毎週月曜日休館日（※祝日の場合翌日）／開館時間 9:30から 17:00（※12月～2月末は 16:30まで） 

①  
②  

③  
④  

⑤  
⑥  

⑦  

⑧  

⑨  

⑩  
⑪  

⑫  

⑦ 302㎡（約 92坪） 

⑧ 297㎡（約 90坪） 

⑨ 287㎡（約 87坪） 

⑩  91㎡（約 28坪） 

⑪  68㎡（約 21坪） 

⑫  70㎡（約 21坪） 

林の中の 
駐車場 

http://izumisano-kyuryo.jp/
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